
会場へのご案内 

 

1.ＪＲ山手線・西武新宿線高田馬場駅ご利用の場合 

 徒歩で 20 分。 

 高田馬場駅から早大正門行きのバス（学 02）に乗

り、「西早稲田」で下車し、徒歩３分。 

 または、高田馬場駅から東京メトロ東西線を利用

し早稲田駅で下車。 

 

2.東京メトロ東西線をご利用の場合 

 早稲田駅で下車し、徒歩 10 分。 

 

3.東京メトロ副都心線をご利用の場合 

 西早稲田駅で下車し、徒歩 17 分 

 

4.東京桜トラム（都電荒川線）をご利用の場合 

 早稲田駅で下車し、徒歩 5 分。 
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ご 挨 拶 

会員各位 

 盛夏の候、会員の皆様には、ますますご清祥のこ

ととお慶び申し上げます。 

 さて、かねてご案内いたしました第 83 回大会のプ

ログラムができあがりましたので、お届けいたしま

す。 

 今大会は、5 年ぶりに対面方式で開催されます。

過去 4 年間、本学会の大会は、コロナ禍のためにリ

モート開催をせざるを得ない状況となりました。コ

ロナ禍は医療や感染予防、行政、産業、仕事と働き

方、生活および教育の全般にわたって大きな社会変

革をもたらしています。これに加えて、会計実務に

おいても、業務のリモート化、DX、生成 AI、電子帳

簿保存法およびインボイス制度など社会変革をとも

なうトピックスは、枚挙にいとまがありません。コ

ロナ禍以降の社会変革は、会計実務のみならず、会

計の研究面および教育面への影響についても看過で

きない影響を及ぼしています。 

 第 83 回大会では、「社会変革」をキーワードとし、

社会変革が今後の会計研究、会計教育および会計実

務に与える影響について考察したいと思います。さ

らに、次世代の会計研究および会計教育は、社会変

革にどのように対応するべきか、次世代の会計がよ

り良い社会の実現にどのように貢献すべきかについ

て議論したいと存じます。 

 今大会では、統一論題のテーマを「社会変革と次

世代会計」と設定いたしまして、会員の皆様に会計 
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の研究、教育および実務の面から、先端的な研究成

果のご報告と活発な討論をしていただきたく存じま

す。統一論題のセッションは、従前の慣例どおり、

財務会計、管理会計および監査の 3 件を設定いたし

ますが、様々な視点からの研究報告と議論をお願い

いたします。 

 特別委員会報告およびスタディ・グループ報告で

は、様々な問題についての研究成果をご報告いただ

く予定です。さらに、自由論題報告にも、多くの方々

より研究発表のご応募をいただきました。これらの

各報告会場におきましても、統一論題と同様に、活

発な議論をしていただけるものと存じます。 

 また、会計学および関連領域の研究を深化させ、

同時に、新たに展開する学術領域を探索する場を設

けるため、日本監査研究学会・国際会計研究学会・

日本経済会計学会の学術集会と開催日程を調整しま

した。新しい試みの「アカウンティング・ウィーク

2024」として、それぞれの学会独自のセッションを

同時並行的に開催するとともに、一部のセッション

の合同開催を予定しております。会員総会など各学

会会員に限定しているもの以外のすべての企画にご

参加いただけます。本大会が実り多きものとなりま

すためにも、ふるってご参加いただきますようお願

い申しあげます。 

 この伝統ある大会を開催させていただくことは、

私ども準備委員一同にとりましても光栄に存じます。

皆様をお迎えするべく鋭意準備をいたしております。 

 前述のとおり、久しぶりの対面方式での開催です

ので、会員の皆様の間において旧交を温めながら、 
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研究報告と議論に積極的にご参加いただけるよう、

早稲田の杜でお待ちしております。 

 末筆ながら、本大会開催にあたり、多大なるご支

援、ご協力を賜りました関係各位には、心より厚く

お礼を申し上げます。 

2024 年 7 月 20 日 

 

日本会計研究学会 第 83 回大会 準備委員会 

（50 音順） 

秋葉賢一、薄井彰、大鹿智基、奥村雅史、 

金子良太、川村義則、菅野浩勢、小林麻理、

清水孝、清水信匡、鈴木孝則、スズキトモ、

関根愛子、竹原均、長谷川惠一（準備委員長）、

目時壮浩、八重倉孝、山内暁 

 

日本経済会計学会 第 41 回年次大会 準備委員会 

（50 音順） 

薄井彰、大鹿智基、奥村雅史（準備委員長）、

金奕群、小林麻理、スズキトモ、竹原均、 

張瀟月 

 

アカウンティング・ウィーク 2024 運営委員会 

（50 音順） 

薄井彰（日本会計研究学会会長）、奥村雅史（日

本経済会計学会会長・第 41 回年次大会準備委

員長）、川村義則（国際会計研究学会第 41 回

研究大会準備委員長）、小西範幸（国際会計研

究学会会長）、坂上学（日本経済会計学会前会

長）、長谷川惠一（日本会計研究学会第 83 回 
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大会準備委員長）、山内暁（日本会計研究学会

開催校幹事）、松本祥尚（日本監査研究学会会

長）、宮川宏（アカウンティング・ウィーク幹

事） 
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＊日本会計研究学会第 83 回大会、日本経済会計学

会第 41 回年次大会、およびアカウンティング・ウ

ィーク 2024 の参加登録および大会参加費・懇親会

参加費のお支払いは共通です。日本会計研究学会第

83 回大会の Web サイト（https://waseda2024.jaa-

net.jp/）から参加登録いただければ、日本経済会計

学会会員総会を除き、すべての企画にご自由に参加

していただけます。 

日本会計研究学会第 83 回大会 Web サイトの参

加登録システム（https://x.gd/8RBXx）より、８月

２日(金)１５：００までにお願いいたします。 

参加登録の詳細は、このプログラムの 42 ページ

以降をご参照ください。 

 

＊上記期限までに大会参加登録および大会参加費の

支払いを完了いただけない場合には、大会期間中に

実施する会長選挙・評議員選挙・学会賞等審査委員

選挙の投票をすることができませんので、ご注意く

ださい。 

 

＊第 2 日（8 月 26 日㈪）は、メインとなる会場が

都度変わりますので、参加者受付の場所を時間帯に

より変更いたします。予めご確認のうえお越しいた

だきますようお願いいたします。 

 

＊大会報告要旨集は、印刷物として配付いたしませ

ん。大会 Web サイトにアップロードいたします。

お手数をおかけして恐縮ですが、適宜ダウンロード

していただくようお願いいたします。ダウンロード 
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に必要なパスワードは、参加登録と参加費決済の手

続を完了した方にお送りする確認メールにおいてお

知らせします。 

各報告会場において報告要旨をご参照いただくに

は、ハードコピーをお持ちいただくか、PC・タブ

レット等をご持参いただくようお願いいたします。 

なお、申し訳ございませんが各報告会場には電源

のコンセントがほとんどありません。十分に充電を

なさったうえでご持参ください。 

 

＊大会期間中は、会場において Wi-Fi への接続がで

きるように準備をしております。接続に必要な ID

およびパスワードは、受付においてご案内します。 

 

＊時節柄、大会期間中に弁当の用意はいたしており

ませんので、大学周辺の飲食店、コンビニエンスス

トア等をご利用ください。 

お持ち込みの飲食物は、会員控室において召し上

がっていただけます。なお、ゴミの分別にご協力を

お願いいたします。 

また、8 月 26 日（月）から 28 日（水）までの 3

日間は、キャンパス内の 11 号館 1 階のファミリー

マート（営業時間 8:30-19:00）および 3 号館１階の

セブンイレブン（営業時間 8:40-17:30）をご利用い

ただけます。 
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大会全体スケジュール 

第１日 8 月 25 日（日） 

 早稲田大学 早稲田キャンパス 

 12:00-17:30 参加者受付      11 号館 5 階 

 10:00-12:00 次世代会計研究教育会議セッション 

                     国際会議場 1 階 

 13:00-15:00 Doctoral ColloquiumⅠ 

   日本監査研究学会・日本経済会計学会と共催 

                  11 号館 5 階 

 15:00    新入会員発表     11 号館 5 階 

 15:30-18:00 Doctoral ColloquiumⅡ 

   日本監査研究学会・日本経済会計学会と共催 

                  11 号館 5 階 

第２日 8 月 26 日（月） 

 早稲田大学 早稲田キャンパス 

  9:30-12:00 参加者受付①     11 号館 5 階 

 10:00-11:00 スタディ・グループ報告 11 号館 5 階 

 10:00-11:00 国際会計研究学会 

       研究グループ報告 国際会議場 1 階 

 11:00-12:00 特別委員会報告    11 号館 5 階 

 12:00-13:00 昼 食 

 12:30-17:00 参加者受付②   国際会議場 1 階 

 13:00-14:30 会員総会     国際会議場 1 階 

 14:50-16:20 Yuji Ijiri Lecture 国際会議場 1 階 

 16:30-18:00 会長講演     国際会議場 1 階 

 17:30-19:30 参加者受付③  

リーガロイヤルホテル東京 

 18:30-20:30 懇親会 リーガロイヤルホテル東京 
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第３日 8 月 27 日（火） 

 早稲田大学 早稲田キャンパス 

  9:00-18:00 参加者受付      11 号館 5 階 

  9:30-12:00 国際セッション    11 号館 5 階 

 10:00-12:00 日本経済会計学会 

       データベース協議会  11 号館 7 階 

 10:00-12:00 自由論題報告Ｉ/ 

       日本経済会計学会 一般報告  

11 号館 5 階 

 12:00-13:00 昼 食 

 13:00-14:30 自由論題報告 II    11 号館 5 階 

 15:00-16:50 統一論題報告  

14 号館 2 階・11 号館 5 階 

 17:00-18:30 統一論題討論  

14 号館 2 階・11 号館 5 階 

第４日 8 月 28 日（水） 

 早稲田大学 早稲田キャンパス 

  9:00-17:30 参加者受付      11 号館 5 階 

  9:30-12:30 日本経済会計学会 統一論題 

                国際会議場 1 階 

 10:00-12:00 スタディ・グループフォローアップ 

11 号館 5 階 

 10:00-12:00 特別委員会フォローアップ  

11 号館 5 階 

 10:00-12:00 自由論題報告Ⅲ    11 号館 5 階 

 12:00-13:00 昼 食 

 13:00-15:00 自由論題報告Ⅳ/ 

       日本経済会計学会 一般報告  

11 号館 5 階 
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 15:30-18:00 ASBJ/SSBJ セッション  

国際会議場 1 階 

 15:30-18:00 院生セッション 

   日本監査研究学会・日本経済会計学会と共催 

                国際会議場 3 階 

 

 

 

理事会・評議員会等スケジュール 

 

8月 23日(金) 

 10:00-12:00 理事会 オンライン会議 

 

8月 25日(日)  

早稲田大学 早稲田キャンパス 

 12:30-   評議員受付 11 号館４階 大会議室 

 13:00-15:00 評議員会  11 号館４階 大会議室 

 

8月 28日(水) 

12:30-15:00 新評議員会 

（ネット投票による理事選挙） 

 

9 月 28 日(土) 

10:00-12:30 新旧理事会･新理事会オンライン会議 
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第１日 ８月２５日(日) 

早稲田大学 早稲田キャンパス 11 号館・国際会議場 

 

参加者受付    9:30-17:30  11 号館 5 階 ロビー 

会 員 控 室    9:30-12:00 国際会議場 3 階 

第二会議室 

会 員 控 室   12:00-17:00 11 号館 5 階 11-501 

新入会員発表  15:00     11 号館 5 階 ロビー 

 

次世代会計研究教育会議セッション 

                 10:00-12:00  

国際会議場 1 階井深ホール 

第 1 部 活動報告 

     薄井 彰（次世代会計研究教育会議議長、 

早稲田大学） 

     中野 誠（会計研究部会長、一橋大学） 

     林 隆敏（会計教育部会長、 

関西学院大学） 

     町田祥弘（産学連携部会長、 

青山学院大学） 

第 2 部 パネルディスカッション 

モデレータ 薄井 彰（次世代会計研究教育会議議長、 

早稲田大学） 

パネリスト 鶴田光男（日本公認会計士協会副会長） 

     中村匡秀（日本監査役協会理事、 

ホーチキ株式会社常勤監査役） 

     青  克己（株式会社東京証券取引所、 

取締役常務執行役員） 
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Doctoral ColloquiumⅠ 13:00-15:00 11 号館 5 階 

講師によるレクチャー 

第 1 会場 11 号館 ５階 11-502 

《実証（アーカイバル）・数理モデル》 

       司会 新谷  理(城西国際大学) 

       講師 奥田 真也(名古屋市立大学) 

第 2 会場 11 号館 ５階 11-503 

《管理会計》 

       司会 佐久間 智(神戸大学) 

       講師 安酸 建二(近畿大学) 

第 3 会場 11 号館 ５階 11-506 

《財務会計(会計制度・制度会計)》 

       司会 森田 広大(明治大学) 

       講師 赤塚 尚之(滋賀大学) 

第 4 会場 11 号館 ５階 11-507 

《監査》 

       司会 稲葉 喜子(公認会計士) 

       講師 髙田 知実(神戸大学) 

 

Doctoral ColloquiumⅡ15:30-18:00  11 号館 5 階 

院生のプレゼンテーション・ 

講師によるアドバイス 

第 1 会場 11 号館 ５階 11-502 

《実証（アーカイバル）・数理モデル》 

       司会 新谷  理(城西国際大学) 

       講師 奥田 真也(名古屋市立大学) 
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第 2 会場 11 号館 ５階 11-503 

《管理会計》 

       司会 佐久間 智(神戸大学) 

       講師 安酸 建二(近畿大学) 

第 3 会場 11 号館 ５階 11-506 

《財務会計(会計制度・制度会計)》 

       司会 森田 広大(明治大学) 

       講師 赤塚 尚之(滋賀大学) 

第 4 会場 11 号館 ５階 11-507 

《監査》 

       司会 稲葉 喜子(公認会計士) 

       講師 髙田 知実(神戸大学) 
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第２日 ８月２６日(月) 

早稲田大学 早稲田キャンパス 11 号館・国際会議場 

 

参加者受付① 9:30-12:00  11 号館 5 階 ロビー 

会 員 控 室  9:30-18:00  11 号館 5 階  

11-502、11-503 

 

スタディ・グループ報告 10:00-11:00  

(発表時間 各 40 分 質疑応答 各 20 分) 

 

第１会場 11 号館 ５階 11-501 

 税務会計研究の変遷と展望―新たな研究領域拡大

に向けて―（最終報告） 

     司 会 齋藤 真哉(横浜国立大学) 

     主 査 柳  裕治(松蔭大学) 

第２会場 11 号館 ５階 11-505 

 中堅・中小企業管理会計の研究―発展段階モデル

と総合評価アプローチ（中間報告） 

     司 会 清水  孝(早稲田大学) 

     主 査 本橋 正美(明治大学) 

 

国際会計研究学会 

 研 究 グ ル ー プ 報 告 10:00-11:00 

国際会議場 1 階井深ホール 

(発表時間  40 分 質疑応答  20 分) 

 非財務情報の開示と企業価値（最終報告） 

     司 会 草野 真樹(京都大学) 

     主 査 大鹿 智基(早稲田大学) 
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特 別 委 員 会 報 告 11:00-12:00  

(発表時間 各 40 分 質疑応答 各 20 分) 

 

第 1 会場 11 号館 ５階 11-501 

管理会計の理論と実践を架橋する臨床知に関する

研究（最終報告） 

     司 会 﨑  章浩(東京国際大学) 

     委員長 澤邉 紀生(京都大学) 

 

第 2 会場 11 号館 ５階 11-505 

 コーポレート・ガバナンスの変革が会計に及ぼす

影響に関する研究 

     司 会 奥村 雅史(早稲田大学) 

     委員長 木村 史彦(東北大学) 

 

昼     食     12:00-13:00  

※大学周辺の飲食店をご利用ください。 

 

参加者受付②     12:30-17:00  

国際会議場 1 階ロビー 

 

会 員 総 会     13:00-14:30  

国際会議場 1 階井深ホール 

Yuji Ijiri Lecture     14:50-16:20  

国際会議場 1 階井深ホール 

 Foundations of Research I Learned from Prof. Ijiri 

     司 会 尾畑  裕(明治学院大学) 

     講演者 伊丹 敬之(一橋大学名誉教授) 
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会 長 講 演     16:30-18:00 

国際会議場 1 階井深ホール 

 会計とテクノロジー―過去から次世代に向けて 

司 会 吉田 和生(名古屋市立大学) 

     講演者 薄井  彰(早稲田大学) 

参加者受付③    17:30-19:30  

 リーガロイヤルホテル東京 ３階 

ロビー 

懇  親  会     18:30-20:30 

リーガロイヤルホテル東京 ３階 

ロイヤルホール 
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第３日 ８月２７日(火) 

早稲田大学 早稲田キャンパス 11 号館・14 号館  

 

参加者受付  9:00-17:30 11 号館 5 階 ロビー 

会 員 控 室   9:30-18:00  11 号館 5 階  

11-502、11-503 

 

国際セッション 9:30-12:00 11 号館 5 階 11-501 

（International Session, JAA 9:30-12:00 

Room No.11-501, 5th Floor, Build. No. 11） 

Greeting    9:30- 9:35 

 Chair of International Committee, JAA 

 Makoto NAKANO (Hitotsubashi University) 

1st Session   9:35-10:50 

Moderator Atsuko TAKINISHI(Sophia University) 

〈TAA-1〉 

 The Effect of Changes in Corporate Governance 

on Key Audit Matters 

Presenter  Yan-Yi CHIOU  

(National Defense University) 

Discussant Jeong-Hoon HYUN  

(Chung-Ang University) 

〈KAA-1〉 

 Do Auditors Innovate?  

Presenter  Hyun Jong NA (Hanyang University) 

Discussant Chia-Chun HSIEH  

(National Chung Cheng University) 
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〈JAA〉 

 Does Upward Accountability Crowd Out Down-

ward Accountability in Non-Profit Organizations? 

Presenter  Yoshitaka SHIRINASHIHAMA 

 (Kanagawa University) 

Discussant Yan-Yi CHIOU  

(National Defense University) 

 

2nd Session 11:00-11:50 

Moderator Hyonok KIM(Tokyo Keizai University) 

〈TAA-2〉 

 Institutional Investors and ESG Performance 

Presenter  Chia-Chun HSIEH  

(National Chung Cheng University) 

Discussant Hyun Jong NA (Hanyang University) 

〈KAA-2〉 

 Outside Reviewability of Nonfinancial Perfor-

mance Measures in Compensation Contracts: The 

Case of ESG Metrics  

Presenter  Jeong-Hoon HYUN  

(Chung-Ang University) 

Discussant Fumiko TAKEDA (Keio University) 

 

日本経済会計学会 

 データベース協議会  10:00-12:00  

11 号館 7 階 11-710 

情報サービスプロバイダー各社による報告 
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自由論題報告Ｉ/日本経済会計学会 一般報告 

10:00-12:00 11号館7階 

(発表時間 各 20 分 質疑応答 各 5 分) 

    第１報告 10:00-10:25 

    第２報告 10:30-10:55 

    第３報告 11:00-11:25 

    第４報告 11:30-11:55 

 

第１会場 11 号館 7 階 11-701 

  司 会 乙政 正太(関西大学) 

 (1)内部留保概念の多様性―経営者、従業員、株主、

社会のそれぞれの論理― 

      川島 健司(法政大学) 

 (2)ESG 評価の役割―バリューモデルからの考察― 

      中尾悠利子(関西大学) 

      國部 克彦(神戸大学) 

 

  司 会 田代 樹彦(名城大学) 

 (3)再保険契約の会計処理の類型 

      川﨑 芙有(高千穂大学) 

 (4)合同会社型 DAO の会計処理 

      柳田 宗彦(キャピタランド・ 

ジャパン株式会社) 
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第２会場 11 号館 7 階 11-702 

  司 会 古庄  修(青山学院大学) 

 (1)医療法人会計に期待される役割とは何か―非営

利組織モデル会計基準との違いに注目して― 

      海老原 諭(和光大学) 

(2)学校法人を「生命再生産の場」と捉える会計のあ

り方 

      林  兵磨(大阪国際大学短期大学部) 

 

  司 会 金子 良太(早稲田大学) 

 (3)The Impact of Family-Related Directors on 

Financial Reporting in Non-Profit Organizations 

      夏吉 裕貴(千葉大学) 

      黒木  淳(横浜市立大学) 

 (4)社会福祉法人における開示情報の検証―誤謬の

傾向を中心に― 

      山根 陽一(大分大学) 

 

第３会場 11 号館 7 階 11-703 

  司 会 平井 裕久(神奈川大学) 

 (1)「慎重性」の経済的帰結に係る実験研究 

      澤井 康毅(埼玉大学) 

      田口 聡志(同志社大学) 

 (2)機械学習による財務諸表不正検知に関する シ

ステマティック・レビューとメタ分析 

      中島 真澄(文京学院大学) 
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  司 会 谷守 正行(専修大学) 

 (3)法人税率の引き下げがコストの下方硬直性に与

える影響 

      加藤 大智(松山大学) 

      安間 陽加(神戸大学) 

 (4)Why Do Firms Engage in Different ESG?: 

Insights from Agency Theory 

      若林 利明(上智大学) 

      黒木  淳(横浜市立大学) 

 

第４会場 11 号館 7 階 11-704 

  司 会 田澤 宗裕(名城大学) 

 (1)四半期業績目標は達成すべきか―経験的アプロ

ーチ― 

      松本紗矢子(北海道情報大学) 

      屋嘉比 潔(大阪公立大学大学院) 

 (2)“Measure” Wars?: An Empirical Examination of 

Cash flow Predictability of Accounting Earnings and 

Cash flows in Japan 

      山下 知晃(福井県立大学) 

 

  司 会 太田 康広(慶應義塾大学) 

 (3)不均質選好市場における CSR 報告の質選択  

      野田 昭宏(滋賀大学) 

 (4)マクロ経済変動による利益ダイナミクス 

      眞鍋 和弘(名古屋外国語大学) 

 

昼    食  12:00-13:00  

※大学周辺の飲食店をご利用ください。 
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日本経済会計学会 

  会 員 総 会  13:00-14:30  

11 号館 5 階 11-501 

 

自由論題報告Ⅱ 13:00-14:00  11 号館 7 階 

(発表時間 各 20 分 質疑応答 各 5 分) 

    第１報告 13:00-13:25 

    第２報告 13:30-13:55 

 

第１会場 11 号館 7 階 11-701 

  司 会 山本 浩二(大阪学院大学) 

 (1)21 世紀型のライフサイクル・コスティング―

Life Cycle Sustainment Plan(LCSP)と Reliability, 

Availability, Maintainability, and Cost(RAM-C) 

Rational Report― 

      岡野 憲治(松山大学) 

 (2)日次損益管理システムの効果発生メカニズム―

土木一式工事会社の事例研究― 

      菅本 栄造(青山学院大学) 

 

第２会場 11 号館 7 階 11-702 

  司 会 田坂  公(福岡大学) 

 (1)戦略管理会計における会計責任 

      君島美葵子(横浜国立大学) 

 (2)A Calibration Committee with a Loss-Averse 

Agent 

      木村 太一(慶應義塾大学大学院) 

      森光 高大(明治大学) 
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第３会場 11 号館 7 階 11-703 

  司 会 高橋  賢(横浜国立大学) 

 (1)不確実性下における人的資本投資評価モデル―

付加価値生産性に関するリアルオプション分析― 

      佐藤 清和(金沢大学) 

 (2)Is Fixed Salary "Fixed"?: Fixed Salaries in 

Managerial Compensation Depend on the Firm 

Performance in Japan 

      濵村 純平(関西学院大学) 

      早川  翔(流通科学大学) 

      井上 謙仁(近畿大学) 

 

第４会場 11号館 7階 11-704 

  司 会 スズキトモ(早稲田大学) 

 (1)Maternal Health and Disclosure Policy 

      顧  俊堅(筑波大学) 

 (2)Value Relevance and Determinants of Japanese 

Firms Conformance to the IFRS S2 Climate-Related 

Disclosures 

      FRENDY (名古屋商科大学) 

      Tomoki OSHIKA (Waseda University) 

    Chika SAKA  

(Kwansei Gakuin University) 

 

統一論題報告 15:00-16:50 

 共通テーマ『社会変革と次世代会計』 

第 1 会場 財務会計領域「社会変革と財務会計」  

14 号館 2 階 14-201 

 ※11 号館と 14 号館との相互移動は、1 階または 
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2 階のどちらからでも可能です。 

第 2 会場 管理会計領域「社会変革と管理会計」  

11 号館 5 階 11-501 

第 3 会場 監査領域「社会変革を踏まえた次世代の

監査」 11 号館 5 階 11-505 

  解  題 15:00-15:10 

  第１報告 15:10-15:40 

  第２報告 15:45-16:15 

  第３報告 16:20-16:50 

 

第 1 会場 社会変革と財務会計  

14 号館 2 階 14-201 

  司 会 秋葉 賢一(早稲田大学) 

 (1)AI 環境下における情報開示の進展 

      坂上  学(法政大学) 

 (2)サステナビリティ開示の進展 

      阪  智香(関西学院大学) 

 (3)成果分配と財務報告─次世代の企業価値評価に

向けて― 

      大雄  智(横浜国立大学) 

 

第２会場 社会変革と管理会計  

11 号館 5 階 11-501 

  司 会 横田 絵理(慶應義塾大学) 

 (1)社会変革と次世代の原価計算 

      片岡 洋人(明治大学) 

 (2)次世代の管理会計は日本企業でどのように運用

されているか―「OKR」に焦点を当てて― 

      妹尾 剛好(中央大学) 
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(3)社会変革と管理会計―サステナビリティ経営を

支援する会計システム― 

      木村 麻子(関西大学) 

 

第３会場 社会変革を踏まえた次世代の監査  

11 号館 5 階 11-505 

  司 会 堀江 正之(日本大学) 

 (1)サステナビリティ保証からみた次世代監査 

      異島須賀子(久留米大学) 

 (2)テクノロジーの変革と次世代監査 

      瀧   博(立命館大学) 

 (3)社会変革による監査実務への影響 

      和久 友子(有限責任あずさ監査法人) 

 

     < 10 分 間 休 憩 > 

 

統一論題討論 17:00-18:30 

 共通テーマ『社会変革と次世代会計』 

第 1 会場 財務会計領域「社会変革と財務会計」  

14 号館 2 階 14-201 

 ※11 号館と 14 号館との相互移動は、1 階または

2 階のどちらからでも可能です。 

第 2 会場 管理会計領域「社会変革と管理会計」  

11 号館 5 階 11-501 

第 3 会場 監査領域「社会変革を踏まえた次世代の

監査」 11 号館 5 階 11-505 
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第 1 会場 社会変革と財務会計  

14 号館 2 階 14-201 

  座 長 秋葉 賢一(早稲田大学) 

  報告者 坂上  学(法政大学) 

  報告者 阪  智香(関西学院大学) 

  報告者 大雄  智(横浜国立大学) 

 

第２会場 社会変革と管理会計  

11 号館 5 階 11-501 

  座 長 横田 絵理(慶應義塾大学) 

  報告者 片岡 洋人(明治大学) 

  報告者 妹尾 剛好(中央大学) 

  報告者 木村 麻子(関西大学) 

 

第３会場 社会変革を踏まえた次世代の監査  

11 号館 5 階 11-505 

  座 長 堀江 正之(日本大学) 

  報告者 異島須賀子(久留米大学) 

  報告者 瀧   博(立命館大学) 

  報告者 和久 友子(有限責任あずさ監査法人) 
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第４日 ８月２８日(水) 

早稲田大学 早稲田キャンパス 11 号館・国際会議場 

 

参加者受付   9:00-17:30 11 号館 5 階 ロビー 

会 員 控 室   9:00-16:00  11 号館 5 階 11-501 

 

日本経済会計学会 統一論題 

  9:30-12:30 国際会議場 1 階 

井深ホール 

「財務会計の機能―実証研究の展開」 

  座 長 首藤 昭信(東京大学) 

 (1)資本市場研究の展開 

      村宮 克彦(大阪大学) 

 (2)利益調整研究の展開 

      山口 朋泰(中央大学) 

 (3)債務契約研究の展開 

      河内山拓磨(一橋大学) 

 (4)監査研究の展開 

      髙田 知実(神戸大学) 

 (5)実証研究の方法論の展開 

      太田 浩司(関西大学) 

 

スタディ・グループフォローアップ 

       10:00-12:00     11 号館 5 階 

第１会場 11 号館 5 階 11-502 

 税務会計研究の変遷と展望―新たな研究領域拡大

に向けて―（最終報告） 

  主 査 柳  裕治(松蔭大学) 

28 

第２会場 11 号館 5 階 11-503 

 中堅・中小企業管理会計の研究―発展段階モデル

と総合評価アプローチ―（中間報告） 

  主 査 本橋 正美(明治大学) 

 

特別委員会フォローアップ 

       10:00-12:00     11 号館 5 階 

第 1 会場 11 号館 5 階 11-506 

 管理会計の理論と実践を架橋する臨床知に関する

研究（最終報告） 

  委員長 澤邉 紀生(京都大学) 

 

第 2 会場 11 号館 5 階 11-507 

 コーポレート・ガバナンスの変革が会計に及ぼす

影響に関する研究 

  委員長 木村 史彦(東北大学) 

 

自由論題報告Ⅲ10:00-12:00     11 号館 7 階 

(発表時間 各 20 分 質疑応答 各 5 分) 

    第１報告 10:00-10:25 

    第２報告 10:30-10:55 

    第３報告 11:00-11:25 

    第４報告 11:30-11:55 

 

第１会場 11 号館 7 階 11-701 

  司 会 藤井 秀樹(金沢学院大学) 

 (1)二つの意思決定有用性アプローチ―ソーターの

ストーバス理論に対する問題提起― 

      竹島 貞治(金沢大学) 
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 (2)GAAP の生成過程の国際比較―日・独・米の会

計基準設定団体の検討を通じて― 

      三原 園子(関東学院大学) 

 

  司 会 大塚 成男(熊本学園大学) 

 (3)地方自治体の内部統制の分析―「情報」と「伝

達」に着目して― 

      石川 恵子(日本大学) 

      黒木  淳(横浜市立大学) 

      佐藤  亨(日本生産性本部) 

      山本  清(鎌倉女子大学) 

 (4)米国政府会計制度における財務報告モデルの改

良－GASB No.34 から GASB No.103 の変化に照ら

して－ 

      坂内  慧(帝京大学) 

 

第２会場 11 号館 7 階 11-702 

  司 会 増子 敦仁(東洋大学) 

 (1)有形固定資産に関する将来の経済的便益の考察 

      岡村晋太郎(学習院大学) 

 (2)のれん減損の影と光―質問票実験の分散分析― 

      北山 弘樹(関西大学) 

 

  司 会 長束  航(福岡大学) 

 (3)わが国における不動産の認識中止に関する会計

基準の設定根拠 

      威知 謙豪(中部大学) 
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(4)会計情報の有用性低下―企業会計の原点からの

再検討― 

      豊田 俊一(武蔵大学) 

 

第３会場 11 号館 7 階 11-703 

  司 会 中川  優(同志社大学) 

 (1)コスト制約下にあるサービス事業者でのレジリ

エンス・マネジメント 

      秋山  盛(常葉大学) 

 (2)財務レジリエンスを高める管理会計 

      吉川 晃史(関西学院大学) 

      工藤栄一郎(西南学院大学) 

      木村 眞実(長崎大学) 

      望月 信幸(熊本県立大学) 

 

  司 会 吉岡  勉(東洋大学) 

 (3)DX などによるバックヤード効率化と原価計算

手法との整合性 

      岸田 賢次(名古屋学院大学) 

 (4)BI 類型別の管理会計の効果に関する探索的研究

―クラウド BI、オンプレミス BI、スプレッドシート

の３群比較― 

      山矢 和輝(帝京大学) 

 

第４会場 11 号館 7 階 11-704 

  司 会 山﨑 秀彦(専修大学) 

 (1)監査領域別に見る監査上の主要な検討事項の 

変化 

      土井 惟成(株式会社日本取引所 
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グループ/東京大学大学院) 

 (2)自然言語処理、機械学習手法を用いた不正会計

の検知 

      矢澤 憲一(青山学院大学) 

      宇宿 哲平(有限責任あずさ監査法人) 

      水野 哲志(有限責任あずさ監査法人) 

      蘭  和夫(有限責任あずさ監査法人) 

      服部 大地(有限責任あずさ監査法人) 

      板倉 慶直(有限責任あずさ監査法人) 

 

  司 会 紺野  卓(日本大学) 

 (3)政治資金収支報告書の監査 

      山本  清(鎌倉女子大学) 

 (4)金融庁による監査事務所への懲戒処分と監査人

選任議案に対する議決権行使の関係 

      山本 健人(熊本学園大学) 

 

昼    食 12:00-13:00  

※大学周辺の飲食店をご利用ください。 

 

自由論題報告Ⅳ/日本経済会計学会 一般報告 

       13:00-15:00     11 号館 7 階 

(発表時間 各 20 分 質疑応答 各 5 分) 

    第１報告 13:00-13:25 

    第２報告 13:30-13:55 

    第３報告 14:00-14:25 

    第４報告 14:30-14:55 
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第１会場 11 号館 7 階 11-701 

  司 会 榎本 正博(神戸大学) 

 (1)配当政策開示に関する記述的分析 

      高須 悠介(横浜国立大学) 

 (2)人的資本が自己資本コストに与える影響の検証

―長期パネルデータを用いた分析― 

      竹原  均(早稲田大学) 

 

  司 会 浅野 敬志(慶應義塾大学) 

 (3)銀行＝企業間関係が企業の利益平準化行動に与

える影響 

      青木 康晴(一橋大学) 

 (4)投資者行動からみる金融負債の評価益 

      増村 紀子(兵庫県立大学) 

 

第２会場 11 号館 7 階 11-702 

  司 会 音川 和久(神戸大学) 

 (1)MD&A における将来志向情報のトーンの有用

性―深層学習アプローチによる分析― 

      姫  艶彦(城西国際大学) 

      大石 桂一(九州大学) 

 (2)トーンとリーダビリティが投資家の判断に与え

る影響 

      廣瀬 喜貴(大阪公立大学) 

      伊藤 健顕(甲南大学) 

 

  司 会 中野 貴之(法政大学) 

 (3) Convergence Has Already Arrived?: Examining 

the Impact of IFRS 16 Issuance on Leasing Decisions  
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among Local-GAAP Firms in Japan 

      岩田 聖徳(東京経済大学) 

 (4)IFRS による開発資産と将来業績・株価との関係

―利益調整に用いられた可能性がある開発投資資産

化に着目した実証分析― 

      奥原 貴士(高松大学) 

 

第３会場 11 号館 7 階 11-703 

  司 会 古山  徹(嘉悦大学) 

 (1)税負担削減行動に影響を及ぼす負債権者のガバ

ナンス 

      大沼  宏(中央大学) 

      加藤 惠吉(弘前大学) 

 (2)企業交際費等の冗費・濫費性の検証 

      高橋 隆幸(横浜市立大学) 

      野間 幹晴(一橋大学) 

 

  司 会 村上裕太郎(慶應義塾大学) 

 (3)Tax and Sustainability Disclosure 

      GARCIA Clemence (学習院大学) 

      MATSUBARA Yuri (Meiji University) 

      INOKUMA Hiroko (Keio University) 

 (4)The Impact of R&D Tax Credit Revisions on 

Corporate R&D Investments in Japan: Insights from 

the Act on Special Measures Concerning Taxation 

      姜  周亨(名古屋大学大学院) 
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第４会場 11 号館 7 階 11-704 

  司 会 小澤 義昭(桃山学院大学) 

 (1)複数の役割で関与した場合におけるクーリング

オフ期間についての IESBA 倫理規程の適用上の問

題点とその是正に向けて 

      山本 貴啓(立正大学) 

 (2)なし 

 

  司 会 中村 博之(横浜国立大学) 

 (3)スタートアップ企業におけるマネジメント・コ

ントロール・システムの構築プロセス―スローガン

株式会社を事例に― 

      飛田  努(福岡大学) 

      足立  洋(県立広島大学) 

  司 会 若林 利明(上智大学) 

 (4)非営利組織の利益計算構造と利益率の実態―認

定 NPO 法人パネルデータを用いた分析― 

      尻無濱芳崇(神奈川大学) 

 

第 5 会場 11 号館 7 階 11-705 

  司 会 尾上 選哉(関西学院大学) 

 (1)BEPS2.0 による税務ガバナンスへのインパクト 

      稲葉知恵子(拓殖大学) 

 (2)COVID-19 緊急経済対策での欠損金繰戻還付の

適用対象企業拡大とその選択決定要因 

      成川 旦人(福島学院大学/ 

横浜市立大学) 
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  司 会 笹倉 淳史(関西大学) 

 (3)鉄道リース会計における資本化の考察 

      石井  明(横浜商科大学) 

 (4)公会計に関する一考察 

      松本 有二(近畿大学) 

 

ASBJ/SSBJ セッション 

       15:30-18:00 国際会議場 1 階 

 井深ホール 

 ASBJ・SSBJ の活動状況 

司 会 川村 義則(早稲田大学) 

講演者 川西 安喜(ASBJ・SSBJ 委 員 長) 

    中條 恵美(ASBJ・SSBJ 常勤委員) 

 

院生セッション 15:30-17:55 国際会議場 3 階 

 (発表時間 各 20 分 質疑応答 各 5 分) 

    第１報告 15:30-15:55 

    第２報告 16:00-16:25 

    第３報告 16:30-16:55 

    第４報告 17:00-17:25 

    第５報告 17:30-17:55 

 

第 1 会場 国際会議場 3 階 第一会議室 

 (1)なし 

 司 会 北川 教央(神戸大学) 

 (2)減損計上が投資の効率性に与える影響 

     三代まり子(一橋大学大学院 D3 以上) 
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(3)日本の株式市場における会計情報の価値関連性

の推移―機械学習アプローチによる再検討― 

     伊藤 広大(東京大学大学院 D2) 

 

 司 会 岩崎 拓也(関西大学) 

 (4)従業員による株式所有は企業業績を悪化させる

のか―大湾・加藤・宮島（2016）の再検証― 

     鏡堂秀一郎(大阪公立大学大学院 M2) 

     屋嘉比 潔(大阪公立大学大学院) 

     浅野 信博(大阪公立大学) 

 (5)財務報告の質と労働投資の効率性 

     清水 俊希(一橋大学大学院 D1) 

 

第 2 会場 国際会議場 3 階 第二会議室 

 司 会 大石 桂一(九州大学) 

 (1)現代ドイツの自己持分会計制度の研究 

     淵野 勇樹(明治大学大学院 D3 以上) 

 (2)現代の無形資産会計の論理 

     竹野 忠利(明治大学大学院 D2) 

 

 司 会 梅澤 俊浩(龍谷大学) 

 (3)決算説明会における経営者のトーンと予想修正

との関係 

     張  瀟月(早稲田大学大学院 D3 以上) 

     Wang Bishan(早稲田大学大学院) 

 

 司 会 青淵 正幸(立教大学) 

 (4)小売業における減損会計を用いた裁量行動 

     金丸 武志(大阪府立大学大学院 D3 以上) 
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 (5)日本企業の利益調整―企業のライフサイクルと

の関連― 

     田中 美樹(一橋大学大学院 D3 以上) 

     野間 幹晴(一橋大学) 

 

第 3 会場 国際会議場 3 階 第三会議室 

 司 会 高橋美穂子(法政大学) 

 (1)会計基準の精度(細則主義 vs 原則主義)は、財務

報告の質を変化させるか？―IFRS 基準適用日本企

業による実証研究― 

     西平 真彦(文京学院大学大学院 M2) 

 司 会 林  隆敏(関西学院大学) 

 (2)監査人の業種特化と利益訂正の実証的関係 

     内匠屋快都(大阪公立大学大学院 M1) 

     屋嘉比 潔(大阪公立大学大学院) 

     綿引 智優(住友重機械工業株式会社) 

 (3)投資家の心理的バイアスを利用した宥和化にお

ける監査の効果 

     長岡 亮子(関西大学大学院 D3 以上) 

 

 司 会 目時 壮浩(早稲田大学) 

 (4)日本の地方公共団体のデジタル・トランスフォ

ーメーションが マネジメント・コントロールに与え

る影響 

     後藤  耀(横浜市立大学大学院 D2) 

 (5)非財務指標に基づく業績評価が経営情報の認知

と企業業績に与える影響 

     横川  久(横浜市立大学大学院 D3 以上) 

     黒木  淳(横浜市立大学) 
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参 加 登 録 手 続 

１．日本会計研究学会第83回大会、日本経

済会計学会第41回年次大会およびアカウ

ンティング・ウィーク 2024の共通参加費

は、会員  8,000 円、院生会員  4,000 円で

す。非会員の場合、8,000 円です。  

参加費のお支払方法は、クレジットカー

ド決済でお願いいたします。  

参加費の区分は次のとおりです。  

①会員  

日本会計研究学会会員、日本監査研究

学会会員および日本監査研究学会の「大

学院博士後期課程に在籍していない準会

員」、国際会計研究学会会員、または日

本経済会計学会普通会員  

②院生会員  

日本会計研究学会および国際会計研究

学会の「院生会員」、日本経済会計学会

の「学生会員」、ならびに「大学院博士

後期課程に在籍する大学院生である日本

監査研究学会の準会員」に限定します。  

③非会員  

上記の①および②以外の方  

２ ． 本 大 会 は  対面開催と なります。事前の

参加登録をお願いいたします。参加登録  
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は、ウェブサイト上の「大会参加登録」か

ら参加登録と参加費決 済の手続を完了して

いただきますようお願いいたします。  

上記期限までに大会参加登録および大会参加

費の支払いを完了いただけない場合には、大会

期間中に実施する会長選挙・評議員選挙・学会

賞等審査委員選挙の投票をすることができませ

んので、ご注意ください。 

３．参加登録は以下の手順でお願いいたしま

す。  

①ウェブサイト上の「大会参加登録」のペー

ジで、「参加登録」ボタンをクリックして

ください。 

②「参加者情報」の種別名に記載されている種別を

選びます。 

③懇親会に参加される方は、「オプション名」欄の

「懇親会の出欠」にチェックをしてください。 

④メールアドレス、お名前、フリガナ、所属機関情

報など、必要事項を記入します。 

⑤最後に金額を確認し、「利用規約とプライバシー

ポリシー」を確認・チェックしてから「確認画面

へ」をクリックします。 

⑥入力内容が確認できたら、「お支払方法

の選択」で、カード情報を入力します。  

カード情報記入欄には、以下のように記

載されています。  
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「カード番号  月/年  CVV」  

・ カ ー ド 番 号 ：  お 手 持 ち の カ ー ド 番 号

（16桁）を入力してください  

・月/年 :  「05/26」のように、カードの

有効期限の月/年を2桁の数字でご記入く

ださい  

・CVV： カード裏面等に記載されている3

桁または4桁の番号を記入してください  

⑦「カードで支払う」ボタンをクリックす

ると、申し込みが完了します。  

⑧ご登録いただいたメールアドレス宛に、

確認メールが届きます。  

４．報告要旨およびその他の資料は事前に

大会ウェブサイトの「研究成果報告ペー

ジ」で公開いたします。大会当日、受付で

は報告要旨集の冊子およびその他の資料の

印刷物を配付いたしませんので、事前にご

自身でダウンロードをお願いいたします。  

 報告要旨およびその他の資料をダウンロ

ードするにあたり、パスワードが必要とな

ります。パスワードは、参加登録と参加費

決済の手続を完了した方にお送りする確認

メールにおいてお知らせします。  

５．日本会計研究学会会員の方が登録した情報

のうち、大会開催期間中に実施する会長選挙・ 

評議員選挙および学会賞審査委員選挙に必要な 
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 項目（氏名、カナ氏名、メールアドレス、

所属機関名） については、選挙管理委員会と

共有いたします。あらかじめご了承ください。 

６．本大会では、日本公認会計士協会の継

続的専門研究制度における  CPD 認定研

修を申請中です。詳細は、大会ウェブサイ

トの「CPD 認定研修」でお知らせいたし

ます。  

 

【参加登録システム】  

https://x.gd/8RBXx 

 

【参 加登録締切（ 参加費支 払期限） ）】 

２０２４年８月２日（金）１５：００ 

 

【お支払手続に関するお知らせ】  

１ ．お支払締切 は  2024年 ８ 月 2日（金 ）15:00 

です 。  

２ ．大 会 へ の ご 参 加 は 、事 前 の 参 加 登 録 お よ

び 参 加 費 決 済 を も っ て 確 認 さ せ て い た だ

き ま す。期日厳守でお願いいたします。  

３．お支払い内容は、「参加登録」完了後に、ご

登録いただいたメールアドレス宛に送られる確

認メールから随時ご確認いただけます。 

４．本大会参加費の「領収書」は、確認メールか

らダウンロードいただけます。領収書の郵送で 

の送付は承っておりません。何卒ご了承くださ 
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い。 

５．お支払いいただいた大会関係諸費につきま

しては、役員選挙および学会賞審査委員選挙

の投票人名簿を確定する必要がありますた

め、ご返金のご連絡は７月３１日（水）まで

に大会準備委員会宛(JAA2024@list. 

waseda.jp)に、「【JAA2024返金希望】」と

いうメールのタイトルで、ご連絡をいただき

ますようお願いいたします。  

ご返金はお支払いいただいたカード会社経

由での返金となります。また、6％の手数料

が発生します。８月１日(木)以降はご返金を

いたしかねますので、予めご了承ください。  

 

■  参加登録・お支払に関するお問合せ先  

【第  83 回大会参加登録受付デスク】  

株式会 社 早稲田大学アカデ ミックソリュ

ーシ ョン  

・メ ー ル ア ド レ ス  was-jaa@w-as.jp  

(営業時間：9:30～17:30/ 土 ･日 ･祝日は休み

です) 
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